
●
評

価
シ

ー
ト

（
記

載
例

：
係

留
施

設
）

港
湾

名
管

理
者

施
設

番
号

施
設

名
施

設
分

類
建

設
年

度

S
T
E
P

2
S
T
E
P

3

ス
パ

ン
１

ス
パ

ン
２

ス
パ

ン
３

ス
パ

ン
４

ス
パ

ン
５

ス
パ

ン
６

ス
パ

ン
７

ス
パ

ン
８

ス
パ

ン
９

ス
パ

ン
１

０

a
c

c
b

c
c

c
d

b
b
⇒

a

出
入

り
D

=
3
0
㎝

出
入

り
D

=
1
0
c
m

出
入

り
D

=
1
0
c
m

法
線

の
ず

れ
が

広
が

り
、

a判
定

(D
=
2
5
c
m

)

c
c

c
c

c
d

c
d

c
c

c
a

c
c

a
b

c
c

c
d

ひ
び

割
れ

B
=
５

0
m

m
ひ

び
割

れ
度

が
2
m

/
m

2
以

上

沈
下

H
=
5
0
m

m
背

後
土

砂
の

流
出

空
洞

化
の

恐
れ

あ
り

沈
下

H
=
3
0
m

m
空

洞
化

の
恐

れ
あ

り

c
c

c
d

c
c

c
c

d
c

c
a

c
a

c
c

c
c

c
c

破
損

ブ
ロ

ッ
ク

が
１

層
減

少
破

損
ブ

ロ
ッ

ク
が

1
/
4
以

上
あ

る
。

-
a

a
a

c
c

ｰ
ｰ

ｰ
ｰ

縁
金

物
が

な
く
な

っ
て

い
る

。
縁

金
物

が
な

く
な

っ
て

い
る

。
縁

金
物

が
な

く
な

っ
て

い
る

。

◯
◯

ｍ
◯

◯
ｍ

合
計

◯
◯

ｍ

初
回

2
回

目
3
回

目
4
回

目
5
回

目
点

検
日

2
0
1
8
.○

.○

【
記

入
要

領
】

・
補

修
後

、
点

検
後

に
は

更
新

す
る

こ
と

。
・
海

岸
保

全
施

設
の

点
検

診
断

項
目

は
、

参
考

資
料

-
3
の

点
検

位
置

を
参

照
し

て
記

入
す

る
。

・
過

去
の

評
価

シ
ー

ト
も

残
す

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

シ
ー

ト
を

増
や

し
て

更
新

す
る

こ
と

。
・
施

設
毎

に
起

点
・
終

点
写

真
を

撮
影

す
る

。
（
別

紙
：
参

考
資

料
-
4
参

照
）

・
評

価
シ

ー
ト

は
作

成
・
更

新
し

た
際

に
は

、
港

湾
課

に
提

出
す

る
こ

と
。

※
ス

パ
ン

毎
の

起
点

終
点

写
真

撮
影

は
行

わ
な

い
。

・
劣

化
度

の
判

定
結

果
に

つ
い

て
、

「
a」

は
赤

文
字

、
「
b
」
は

青
文

字
と

す
る

。
・
変

状
写

真
は

、
a,

b
の

み
を

撮
影

す
る

。
（
別

紙
：
参

考
資

料
-
6
参

照
）

・
定

期
点

検
に

よ
り

劣
化

度
の

判
定

に
変

更
が

あ
る

場
合

、
「
b
 ⇒

 a
」
と

記
入

す
る

。
・
Ｌ

：
長

さ
、

Ｂ
：
幅

や
開

き
、

Ｈ
：
沈

下
高

さ
、

Ｄ
：
ず

れ
（
法

線
と

の
出

入
り

）
で

記
入

・
劣

化
度

a,
b
の

み
、

簡
易

測
定

の
結

果
や

コ
メ

ン
ト

を
入

れ
る

。

ス
パ

ン
延

長

健
全

度
評

価
考

察

B

性
能

低
下

度
で

最
も

悪
い

評
価

は
「
A

」
で

あ
る

が
、

施
設

の
利

用
度

や
重

要
度

を
考

慮
し

、
緊

急
的

に
修

繕
が

必
要

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
施

設
の

健
全

度
は

「
B

」
と

す
る

。
た

だ
、

エ
プ

ロ
ン

に
つ

い
て

は
空

洞
化

の
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

調
査

す
る

必
要

有
。

…

点
検

診
断

項
目

劣
化

度
の

判
定

結
果

点
検

診
断

項
目

ご
と

の
性

能
低

下
度

備
考

法
線

凹
凸

、
出

入
り

本
体

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

、
損

傷

沈
下

、
陥

没
、

劣
化

、
損

傷
エ

プ
ロ

ン

上
部

工

点
検

者
点

検
日

○
○

○
年

○
月

○
日

S
T
E
P

1

○
○

港
港

湾
o
r海

岸
○

○
○

○
○

○
物

揚
場

○
○

年
（
西

暦
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
劣

化
、

損
傷

消
波

工
移

動
、

散
乱

、
沈

下

付
属

工
（
縁

金
物

）
腐

食

B
（
出

入
り

）

C
（
ひ

び
割

れ
）

劣
化

度
「
a」

は
端

部
で

あ
り

、
船

舶
の

離
着

岸
の

安
全

性
に

及
ぼ

す
影

響
が

小
さ

い
こ

と
か

ら
、

「
B

」
。

A
（
沈

下
、

ひ
び

割
れ

）

C
（
劣

化
）

B
（
散

乱
）

A
（
腐

食
）

劣
化

度
「
a」

で
は

あ
る

が
、

部
分

的
な

散
乱

で
あ

り
、

施
設

全
体

と
し

て
は

部
材

の
性

能
が

低
下

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
「
B

」
。

前
回

の
判

定
結

果
と

今
回

の
判

定
結

果
が

異
な

っ
た

場
合

の
例

判
定

原
因

参考資料-1



5

○○港○○護岸(施設番号：○-○-○）　　　　

○
○

護
岸

　
L
=○

○
ｍ

（
○

ス
パ

ン
）

　

点検位置図（作成例）　　　

健
全
度
○

※水門・陸閘位置を記入する。

●1

▲1

▲2

 凡例（変状なし）
 　水門●　陸閘▲

※施設延長は、実施値を記入する。

参考資料-2

 凡例(変状あり）
 　水門●　陸閘▲



6

点検断面位置図（作成例）　　　

○○港○○護岸(施設番号：○-○-○）　　　　

天端被覆工

波返工

・目視点検を行った点検位置のみを表示すること。

※港湾施設断面図を利用して作成すること。

※目視点検は行わない。

点　検　対　象

---　

---

---　

---　　

参考資料-3

号護岸断面図



7

B-○-○

○○護岸施設名

施設番号

B-○-○

○○護岸施設名

施設番号

起点・終点写真（作成例）　　　

参考資料-4



8

水門・陸閘状況写真（作成例）　　　

○○護岸

○　　　　　

○○護岸

スパン○

○○

○○

※著しく機能が低下している場合は、変状写真を追加撮影すること。　　　

参考資料-5

●1

▲1



9

変状写真（作成例）　　　

○○護岸

○○護岸

○　　　　　

○　　　　　

参考資料-6



防波堤

係留施設

参考資料-7-1　目視点検範囲（港湾施設）

10

海側の付属工（はしご、防舷材）は
陸上から目視可能な範囲

※潮位にはこだわらない

法線

上部工 付属工（縁金物、車止、係船柱、照明設備）

エプロン

：目視範囲

上部工
消波工

※背後から目視出来る場合

：目視範囲

※潮位にはこだわらない

参考資料7-1



護岸（波返し低い場合）

護岸（波返し高い場合）

護岸（波返しなし）

参考資料-7-2　目視点検範囲（海岸保全施設）

11

：目視範囲

※潮位にはこだわらない

※背後から目視出来ない場合

波返工

天端被覆工

裏法被覆工

：目視範囲

表法被覆工 天端被覆工

排水工

※潮位にはこだわらない

：目視範囲

※潮位にはこだわらない

※背後から目視出来る場合

消波工
波返工

天端被覆工

裏法被覆工

排水工

排水工

参考資料7-2



胸壁

陸閘

水門

※

参考資料-7-3　目視点検範囲（海岸保全施設）

12

堤体工（波返工に準ずる）

：目視範囲

陸閘

護岸（波返工）

目視対象

目視対象外

目視対象

目視対象外

※目視対象外で著しく機能が低下している場合は、変状を記録すること。

参考資料7-3



参考資料-8

※抜粋
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参考資料－９：海岸保全施設の劣化ランク判定例

※抜粋

参考資料-9
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